
続
・
河
内
名
所
図
会
を
訪
ね
て
④ 

〜
大
信
寺
の
建
物 

そ
の
後
・
前
編
〜

三
二
巻

　
『
河
内
名
所
図
会
』
に
は
、
江
戸
時

代
に
お
け
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
、
寺
院
や
神
社
に
あ
る
建
物
が

数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
経

て
現
在
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
尾
御ご

坊ぼ
う

で
知
ら
れ
る
大
信
寺
が

そ
の
１
つ
で
す
。
今

回
は
、明
和
４
年
（
１

７
６
７
年
）
の
建こ
ん

立
り
ゅ
う

か
ら
享
和
元
年
（
１

８
０
１
年
）
刊
行
の

『
河
内
名
所
図
会
』
に

描
か
れ
る
ま
で
の
約

30
年
間
の
大
信
寺
本

堂
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
信
寺
の
本
堂
は
、

天
明
８
年
（
１
７
８

８
年
）
の
大
火
で
焼
け
た
京
都
・
東

本
願
寺
の
御ご

影え
い

堂ど
う

（
親
鸞
聖
人
の
像

を
安
置
し
て
い
る
お
堂
）
の
代
わ
り

と
し
て
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
堂
は
解
体
さ
れ
、
そ
の
建
物

部
材
は
長
瀬
川
か
ら
淀
川
を
上
り
京

都
に
運
ば
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

11
年
の
時
を
経
て
寛
政
11
年
（
１
７

９
９
年
）、
東
本
願
寺
の
復
興
に
伴
い

京
都
か
ら
八
尾
に
再
び
運
ば
れ
、
再

建
さ
れ
ま
す
。『
河
内
名
所
図
会
』
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の

直
後
の
姿
で
す
（
当
時
の
建
物
や
伽が

藍ら
ん

の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
た

こ
と
は
、
市
政
だ
よ
り
平
成
23
年
３
月

号
の
「
八
尾
歴
史
物
語 

十
巻
」
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　

現
在
の
東
本
願
寺

の
御
影
堂
は
、
面
積

で
は
世
界
最
大
の
木

造
建
築
物
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
天
明

の
大
火
直
前
の
姿
が

安
永
９
年
（
１
７
８

０
年
）
刊
行
の
『
都

名
所
図
会
』
に
描
か

れ
て
お
り
、
当
時
の

壮
大
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
本
堂
は
、
昭
和
18
年
（
１

９
５
３
年
）
に
白
ア
リ
な
ど
の
被
害

に
よ
り
一
部
基
礎
な
ど
が
損
壊
し
た

た
め
、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
損
壊
し

た
本
堂
は
、
再
建
の
際
に
別
の
地
へ

移
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
地
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
【
続
く
】

▲『河内名所図会』に描かれた大信寺


